


























































































その創作が当初から伝統的な文人作家の手で担われたこともあって、題材や作劇法が元雑劇とは明確な違いを見せる。第一に、長編 脚は単純明快を本領とした雑劇より物語の筋立てが格段に複雑になり、伏線・どんでん返しといった 法 多用して紆余曲折に富んだストーリーの展開が重んじられるようになる。こうした特徴は、波乱万丈 を持ち味とする歴史物語や纏綿たる心情を歌い上げる恋愛譚に最も適 ており、この二つが南戯の主要な題材となったのは自然 成り行きであろう。
一方、歌劇の命である唱の部分は、曲辞が素朴な口語調が後





に乗せて歌う形が定着した。これを「腔」と呼び、各地方の名を冠して「○○腔」と称する。どの「腔」も南戯の基本形は同じであるが、微妙な節回しの違いによって観客の反応にも大きな相当の開きがあるので、自分たちの歌う が観衆 心をつかめるかどうかは劇団にとっては死活問題である。明初には浙江省北部の余姚腔・海塩腔と江西省の弋陽腔が人気を競ったが、いずれも他を圧倒するほどの優位は得られなか た。明中期の嘉靖年間になると、江蘇省崑山の魏良甫が流麗甘美な崑山腔を作り出し、同郷の梁辰魚 崑山腔で名作『浣紗記』を著すに及んで、崑山腔による南戯「崑曲」はたちまち大人気を博した。王朝が名実共に爛熟期を迎えた万暦年間 は、耽美主義的な風潮とも相俟って、崑曲は江 一帯のみならず首都北京などでも圧倒的な支持を得ることになった。
王朝が明から清に移った後も、崑曲は演劇界に君臨し続け、
康煕年間に洪昇『長生殿』と孔尚任『桃花扇』という 南戯の粋を集めた歴史劇の二大傑作が生まれた。しかし、この二作以降、南戯はひたすら歌詞の洗練に傾き 内容も陳腐な才子佳人物語が繰り返されるばかりで、題材的にも手法的にも完全に行き詰まった。もともと読書人層を担い手と て発生し 南戯が、技巧的に頂点 極 後にマンネリに陥ることは言わば必然の道であったともいえよう。当然ながら、南戯作品は文人作者の自己満足に終始し、広範な民衆の支持を失ってゆくことなった。地方劇の発展と現代社会
もっとも、演劇の人気は翳りを見せるどころか、その後も高
まる一方だった。崑曲を中心とする南戯が大衆の支持を失ったのに代って急速に勢力を伸ばしたのは、全国各地で地元の音楽と言葉を基調として発達した独自の地方演劇である。その人気は、清代中期に全国ですでに数百種の腔




















花繚乱の様相を呈し、無名の小規模劇団が台頭して従来の勢力図を塗り替える現象も起きた。浙江省紹興南部嵊県で生まれた半農芸人による民間劇「小歌班」は二十世紀初頭に上海に進出し、明るく軽快な音楽に乗った短編の芝居は、上海市民の嗜好に合致して大成功を収めた。その後、 「 歌班」 は男女混成の 「文戯」時代を経て女優のみによる劇へと変貌、現在 「越劇」と呼ばれ、南方では京劇を凌ぐ絶大な支持を獲得している。
この二劇の他、湖北省・安徽省を発祥地とする「黄梅戯」や、


















ている。私設劇団は、季節ごとの恒例行事やスポット的な祝儀の際に顧客の注文に応じて出張公演をする方式が普通である。規模は十数人から総勢百人を超える 設劇団並みの編成を持つものまで大小様々で、大半は車で各地を移動して回る巡業公演である。芝居の上演場所は大劇場はまれで、大体は郷村部の神廟や私宅に設けられる固定舞台、あるいは臨時に設置する仮設舞台である。二〇〇九年の現地調査の際 浙江省紹興市と温州市、福建省厦門市 三箇所で私設劇団の実演を見たが、温州市の劇団は年に二百回以上も公演がある人気 団で、自前 仮設舞台や電光板を車に積んで百名を超える団員が毎日のように移動するという話 った 一方、紹興市で 俳優・楽隊合わせて団員十人という一座が、村 土地神廟で越 を演 場面にも遭遇し、最も原初的な地方劇上演の映像を入手することができた。
このように、伝統地方劇は国家的な文化保護政策の対象と




等の新メディアの介した娯楽の普及ばかりではない。前述 ように、地方劇は特定地域の民謡の旋律に上に歌詞や台詞 のせて演じられる。もともと演劇 歌や言い回しは非常に特殊で、理解には相応の知識と経験 要 ため、若者にはハードルが高い。加えて、近年全国的な普通話
（標準語）
の普及による方















場に移り、商業的な公演として行なわれるのが一般的になってきた。その一方、昔ながらの古戯台での演劇上演は 季節ごの節句や主神 生誕祭など おいて伝統 事 一環として行なわれる場合に限定される傾向にある。その結果、古戯台は上演用の舞台という本来の機能を失い、次第 観光用風物の性格を強めつつある。次世代に続く愛好者の確保と、俳優を含めた劇団 経済的基盤の確立は古典演劇の保存 とって第一の命題で、その意味で伝統地方劇の興業化は必然 趨勢 言えよう。ただ、興味深いのは、最近上海や蘇州等 長江下流一帯の大都市で、道観や城隍廟のような宗教活動の場 他に、商
業地の繁華街や急速にベッドタウン化する郊外開発区の集合住宅のような場所にも、新たに伝統様式を模倣した野外舞台が次々に建てられていることである。この種の模倣舞台が伝統劇の実演に供されることは恐らく稀であろうが、それでもこれは、中国人 とって演劇用の舞台はコミュニティ ある種のシンボルとしての意味を保ち続けていることの証である。彼らの潜在意識の には、最も身近 文化的表現手段として また、地域社会の結束を確かめる方法として 演劇の存在があるのである。
上海市城隍廟脇の模倣古戯台
蘇州千灯鎮広場の新設舞台
